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Summary
Exploration for collecting sugarcane wild species, Saccharum spontaneum L., was carried 
out from 22 to 26 August in 2011 along coastal regions in northeastern Miyazaki prefecture, 
eastern Oita prefecture, and southern Satsuma peninsula in Kagoshima prefecture. During 
this exploration, three accessions were collected. One of the collected wild species in Miyazaki 
prefecture showed quite high Brix, indicating it would be useful as breeding material for 
improving sugar content of commercial sugarcane. 
1．背景と目的
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期が早いことが予想されたため 14），探索期間は，それぞれ，2011 年の 8 月 22 ～ 25 日（Table 
1）および 8 月 25 ～ 26 日（Table 2）に設定した．
　サトウキビ野生種が群落を形成し得る環境では，形態的および生態的に類似点が多いススキ等
       - 73 -
    日付                                    旅程と探索地点
8 月 22 日 鹿児島県西之表市→鹿児島市→宮崎市→日向市小倉ヶ浜 (A)1)  →延岡市
8 月 23 日 延岡市→延岡市石田町 (B)1) →大分県佐伯市→津久見市→臼杵市→大分市
8 月 24 日 大分市→別府市→日出町→杵築市→国東市→大分市
8 月 25 日 大分市→鹿児島県鹿児島市→西之表市
1） 表中のアルファベット（A，B）は Figure 2 に示した各収集地点を示す．





Figure 1. Previously and newly explored areas in Kyushu.
九州における過去に探索実施済みの地域および今回新たに探索を実施した地域．
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8 月 25 日 鹿児島県西之表市→鹿児島市→指宿市→南九州市→枕崎市 (C)1) →南さつま市
8 月 26 日 南さつま市→鹿児島市→西之表市
1） 表中のアルファベット（C）は Figure 2 に示した収集地点を示す．
Table 2. Exploration schedule and collection sites in Kagoshima Prefecture. 
鹿児島県における探索・収集日程と収集地点






















域の計 2 地点において野生種群落を発見した（Table 3）．発見した群落については，発見現場に
て，それぞれ 3 ～ 4 個体を対象に特性調査を実施した（Table 4）．そのうち，沖田川流域で採










　以上のように収集した 3 つの野生種群落について，収集地点の周辺状況を Photo 1 ～ 3 に示
した．なお，収集した野生種 3 点には，収集順に JW779 から JW781 までの系統番号を付与した．
4．所感

















種については，Brix が 17.8 ％と，野生種としては高い値を示した．境垣内ら 10）は，国内で収
集されたサトウキビ野生種を対象に種子島における 12 月の Brix を評価し，関東・東海地域で
収集された野生種は，南西諸島の野生種よりも Brix が高い傾向にあることを報告した．この報
告の中では，静岡県で収集された 2 種の野生種系統が最も高い Brix を示し，18.1 ～ 18.6 ％に
達していたが，今回，延岡市で収集した野生種が，一般にサトウキビの Brix が低い夏季におい






縁種である Erianthus 属植物（和名ヨシススキ）や Narenga 属植物（和名ムラサキワセオバナ）
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A 8/22/2011 JW779 244485 Saccharum spontaneum L. wild 宮崎県日向市小倉ヶ浜 Okuragahama, Hyuga, Miyazaki 2
N32-23-365
E131-38-086 砂質土 栄養体
B 8/23/2011 JW780 244486 Saccharum spontaneum L. wild 宮崎県延岡市石田町 Ishida-machi, Nobeoka, Miyazaki 9
N32-31-972
E131-40-461 壌土 栄養体
C 8/25/2011 JW781 244487 Saccharum spontaneum L. wild 鹿児島県枕崎市塩屋北町 Shioyakitamachi, Makurazaki, Kagoshima 1
N31-16-255
E130-17-025 砂壌土 栄養体
Table 3. A passport data of sugarcane wild species (S. spontaneum) collected in Miyazaki and Kagoshima prefectures.
宮崎県と鹿児島県で収集したサトウキビ野生種（S. spontaneum）のパスポートデータ




  Brix 1)
(%)
   草高 1)
(cm)
  茎径 1)
(mm)
分げつ 茎内部    出穂 2) 備考
A 20   10.2    2.3   6.8 中 スポンジ 有 赤岩川河口北側
B   7   17.8    1.3   4.0 中 スポンジ 有 沖田川流域の笹目橋西側草地
C 20        9.0 3)       0.3 3)      4.0 3) 中 スポンジ 　無 3) 馬迫川河口周辺の草地
1) 特性値は 3 ～ 4 個体の平均値．
2) 出穂は収集日における状況を示す．
3) 人為的な刈り込みの形跡が認められたため参考情報として扱う必要がある．
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Photo 1. Population found in a bush 
near the mouth of the Akaiwa river, 
Okuragahama, Hyuga, Miyazaki; JW779.
日向市小倉ヶ浜の赤岩川河口付近の茂みで
発見した群落（JW779）．
Photo 2. Population found in bush along the Okita 
river, Ishida-machi, Nobeoka, Miyazaki; JW780.
延岡市石田町の沖田川流域の茂みで発見した群落
（JW780）．
Photo 3. Population found near the mouth of the 
Umasako river, Shioyakitamachi, Makurazaki, 
Kagoshima; JW781.
鹿児島県枕崎市塩屋北町の馬迫川河口付近で発見した
群落（JW781）．
